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 ④成果 
検定への練習を通して 1 人 1 人のフライス盤、
ものづくりへの姿勢と能力のスキルアップにつ
ながったため、身に着けた技能を今後のものづ
くりへつなげていきたいと思いました。フライ
ス盤の基礎能力を知れただけではなく、検定を
通して授業では触れることがない加工内容につ
いても知れることができ、フライス盤に対する
理解や意欲の向上を図ることが出来ました。こ
れらを踏まえて社会に貢献していこうと思いま
す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       作業の様子 
 
⑤アドバイス 
国家技能検定は実技の検定時間も⻑くなり、各
部品の寸法精度も高くなるため、難しい検定で
す。しかし、検定を通して自分自身の技能を向
上させたり検定以外の普段の授業でも大切にな
ってくる工具の扱いなど技術以外の面でもその
先のものづくりで大切なことを身に着けること
ができます。検定に合格すれば、もちろん自分
自身の就職や進学にも有利になります。少しで
も気になった方は来年度の課題研究で挑戦して
みてください。 

①研究概要・目的 
国家技能検定 フライス加工作業 3 級に挑戦 
技能検定とは、労働者の有する技能の程度を検定し、これを
公証する日本の国家検定制度であり、労働者の技能と地位の
向上を図ることを目的としています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      技能検定フライス 3 級作品 
 
２内容取り組み 
1 週目〜3 週目までは外部指導者に詳しい作業内容や、作業上
の注意点を教わりました。作業を進めていく中で最初のうち
は、ミスや作業の遅れが全体的に多くみられ検定のハードル
の高さを目のあたりにしました。また、完成品の寸法公差が
厳しいです。フライス盤には、X 軸、Y 軸、Z 軸の 3 方向の
軸が設けられており、その三軸の並行度を１００分の１ｍｍ
まで誤差を無くさないと完成品の寸法が狂い、2 つの部品が
組み合わせられなくなってしまいます。練習ではまれにその
ような組み合わせられない失敗もありました。学校内の授業
では切削に正面フライスを使用しますが、検定の場合では正
面フライスとエンドミルという溝切用の細い工具も使用しま
す。エンドミルの送り速度や突き出し量、切込み量を覚える
のが大変でした。4 週目辺りからは自分たちである程度手順
を覚え、時間設定を行い模擬試験のような雰囲気で作業に取
り組みました。試験の流れを掴むうえでは、とても大切な作
業だと実感しました。 
 
３試験内容 
・試験時間：2 時間 打ち切り時間：2 時間 30 分 
・SS400 を立てフライス盤、正面フライス、エンドミルを用
いて 45×65×80 の材料から切削、及びエンドミルによる溝
切削を施した立体を製作する。２つの部品を合体させたとき
に、⻑手方向に部品同⼠が動くように寸法を出す。また、角
は C0,5 程度の面取り加工を平やすりで行う。 


